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合
同
相
談
所
の
謬
案
内

　
　
　
　
ヤ
ず
　

　
行
政
関
係
（
役
場
の
仕
事
）

の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
や
、

納
得
い
か
な
い
こ
と
、
そ
の
他

日
ご
ろ
か
ら
お
困
り
の
こ
と
や

聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
合
同
相
談
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
行
政
相
談
、
人
権

相
談
、
心
配
ご
と
相
談
、
老
人

福
祉
相
談
が
合
同
で
行
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ

ま
す
。

◎
日
時
　
十
月
二
十
日
㈲
　
午

　
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

◎
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
相
談
員

　
行
政
相
談
員
　
山
田
正
平

　
人
権
よ
う
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
浜
野
　
孝
司

　
　
　
　
　
　
　
斉
喜
　
正
甫

　
心
配
ご
と
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
常
助

　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
栄
春

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
永
蔵

　
　
　
　
　
　
阿
部
ヨ
キ
井

老
人
福
祉
相
談
員

　
　
　
　
　
　
服
部
　
辰
勇

　
　
　
　
　
　
岡
村
　
鬼
一

　
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
、

ぜ
ひ
、
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

集
れ
、
欝
媛

　
　
テ
曇
ス
憂
欝
者

　
中
里
村
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に

よ
る
村
民
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
十
月
十
六
日
㈲

　
　
　
　
午
前
九
時
～

★
場
所
　
マ
ウ
ン
ト
パ
ー
タ
津
南

★
会
費
　
千
　
円

★
参
加
資
格
　
村
民
ま
た
は
、

村
内
に
勤
務
す
る
も
の
。

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は

十
月
二
十
六
日
～
十
一
月
一
日

ま
で
秋
の
火
災
予
防
週
間
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

★
重
点
目
標

一
、
身
体
不
自
由
者
、
老
人
、
幼

児
等
の
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

二
、
家
庭
お
よ
び
地
域
に
お
け

る
防
火
対
策
の
実
施

三
、
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防

火
安
全
の
確
保

四
、
防
災
機
器
の
普
及
の
推
進

　
防
火
相
談
所
開
催

★
日
時
十
月
二
十
八
日

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

★
場
所
　
中
里
村
老
人
福
祉
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
に
消
防

署
員
が
立
入
検
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
署
獄
験
準
備

　
　
講
習
毯
が
開
か
れ
ま
す

日
時
　
十
月
二
十
日
～
二
十
一

　
　
　
日
　
午
前
九
時
～

じ
え彰’

均
一
こ
）
例粂
痙ギ，
零　ン，ツ

）
ハ
り
し
釈

）
z

漉

し　、

　菌〃・
ψレ・

へ　　　い　7

つ

二
七負
，ハtイ
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〃
〃
！
7
　
つ
〆
だ

い謡
い理
∫・レ

1な
　し、

よぐ お

馬
伊■

外
い齢
¢駆
6し
つ・げ

　　4．凌　〆

　だ

差餌
齢ト　　e
βシ

“
ト

場
所
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業

　
　
　
振
興
セ
ン
タ
！

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
含
2
毛
五
毛
⊥
五
五
五
）
ま
で

畜
懸
．
嚇
心

　
小
出
の
大
原
の
奥
の
水
田
に

タ
マ
が
出
現
し
ま
し
た
。
最
近

津
南
町
で
も
六
日
町
で
も
タ
マ

の
出
現
が
あ
り
被
害
に
会
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
キ
ノ

コ
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
山
に
入
る
と
き
は
、
鈴
な

ど
の
音
が
出
る
物
を
も
っ
て
、

入
り
ま
し
ょ
う
。

φゆ
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ひ
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Ψ
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れ
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の
　
　
ク
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沢
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β
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φ
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8
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9
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く
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な
甑
。
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”
　
が
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心心
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遡

”
ん
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…
さ
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｝
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停
電
勲
識
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せ

■
十
月
十
一
、
日

　
午
前
九
時
～
午
前
十
二
時

　
芋
川
、
倉
俣
、
重
地
、
下
山

　
清
田
山
、
田
代

■
十
月
十
一
日

　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
東
田
沢
、
豊
里

■
十
月
二
十
五
日

　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
新
屋
敷
、
本
屋
敷
、
掘
之
内

　
宮
中
善
意
を
あ
翌
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
朴
木
沢
　
樋
口
文
市
さ
ん
か

　
ら
香
代
返
し
と
し
て
三
万
円

◎
新
屋
敷
　
羽
鳥
勝
雄
さ
ん
か

　
ら
香
代
返
し
と
t
て
三
万
円

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
劉
集
後
記
◇

　
最
近
、
子
ど
も
や
自
転
車
に

よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
の

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

．
俺
だ
け
は
大
丈
夫
”
と
い
っ

藤
載
翻
篠

　
　
　
　
　
　
　
　
、

毒
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亀
7
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亀
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7
6
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亀
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五
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◆
懸
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唾
◆

■3種混合第1期（3回目）S55．9．1～S56．8．31生れ

　10月20日／総合センター／14：00～15：30／田沢地区、高道山

　　　　　　地区

　10月21日／倉俣診療所／13：30～14：00／倉俣地区／貝野多目

　　　　　　的センター／14：30～15：00／貝野地区／小出集落

　　　　　　センター／15：40～16：00／清津峡地区

　10月26日／総合センター／14：00～14：30／未接種者

■秋期生ワク（勤i僖慧器11：仁器1補A）

　10月26日／総合センター／14：00～15：30／村内全域

■母親学級

10月21日／上村病院／12：30～13：00／妊娠中の保健（中期）

■妊婦検診

　10月21日／上村病院／13：30～14：00

■乳幼児・産後検診

　10月14日／保健センター／13：00～14：00／3歳児s55％～％1

　10月27日／保健センター／13：00～14：00／5歳児s53％s54％

　10月28日／保健センター／13：00～14：00／産後

　　　　　　（S58．5．1～58．8．31に出産した人）

□献　血

　10月24日／保健センター前／10：00～15：00／

■循環器検診事後指導会

　10月31日／総合センター／対象者には別紙にて通知

■貧血教法

　10月17日／保健センター／対象者には別紙にて通知
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経営の安定を
るき生

・
こ8義

　
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
も
農

業
で
生
き
よ
う
と
す
る
若
い
農
業

後
継
者
が
多
く
い
ま
す
。
こ
の
人

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
複
合
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、

農
業
に
生
き
る
若
い
後
継
者
の
姿

を
紹
介
し
ま
す
。

鷹

　
九
十
誓
の
タ
バ
コ
栽
培
を
中

心
に
、
水
田
二
十
岬
，
、
和
牛
十

五
頭
の
複
合
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
上
原
忠
吉
さ
ん
。
上
原

さ
ん
は
、
加
茂
農
林
高
校
を
卒

業
後
、
家
に
入
り
、
そ
れ
ま
で

タ
バ
コ
専
門
の
経
営
に
和

牛
を
取
り
入
れ
て
や
っ
て

い
ま
す
。
　
「
和
牛
を
取
り

入
れ
た
の
は
、
牛
か
ら
出

る
堆
肥
を
畑
に
還
元
し
、

土
づ
く
り
を
す
る
こ
と
と

空
い
て
い
る
畑
を
有
効
に

利
用
し
よ
う
と
考
え
た
か

ら
で
す
一

　
農
業
を
や
っ
て
い
て
ど

う
で
す
か
。
　
「
和
牛
の
飼

育
管
理
に
し
ろ
、
タ
バ
コ

栽
培
に
し
ろ
難
し
い
で
す

ね
。
難
し
い
か
ら
や
っ
て

に
か
け
る

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
’
今
後

は
「
も
う
少
し
和
牛
を
増
や
し

て
冬
場
も
家
に
い
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。
」

　
中
里
村
の
農
業
に
つ
い
て
、

「
捨
て
作
り
に
近
い
減
反
田
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
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ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

圏
置
曝

も
っ
と
有
効
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
を
志
す
若
い
人
た
ち

が
、
あ
る
程
度
広
い
面
積
を
耕

作
で
き
る
よ
う
に
農
地
の
流
動

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
」
畜
産
な
ど
の
補
助
事
業

な
ど
に
つ
い
て
も
っ
と
情
報
を

流
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

栽
培
に
か
け
る

　
水
田
三
十
ア
ー
ル
と
ユ
リ
五

十
ア
ー
ル
、
野
菜
（
大
根
、
キ

ャ
ベ
ツ
）
丁
五
診
の
栽
培
を
手

掛
け
る
大
島
実
さ
ん
。
大
島
さ

ん
は
、
普
通
高
校
卒
業
後
、
巻

の
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
で
学
び

農
業
を
継
い
で
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
こ
ろ
ま
で
の
、

加
工
ト
マ
ト
と
ダ
イ
コ
ン
を
主

と
し
た
栽
培
を
切
り
替
え
、
現

在
は
、
野
菜
（
大
根
、
キ
ャ
ベ

ツ
）
栽
培
と
花
卉
（
ユ
リ
）
栽

培
を
取
り
入
れ
た
複
合
経

営
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
は
、
天
候
の
具

合
で
野
菜
の
出
荷
と
ユ
リ

の
出
荷
が
集
中
し
苦
労
を

し
ま
し
た
が
今
後
は
、
小

松
原
の
野
菜
の
出
荷
時
期

を
想
定
し
、
ユ
リ
の
出
荷

調
整
を
し
た
い
。
」
ユ
リ
の

方
は
ど
う
で
す
か
。
　
「
花

卉
に
限
ぎ
ら
ず
二
～
三
年

先
を
見
越
し
た
商
品
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

花
卉
生
産
組
合
他
が
中
心
と
な

っ
て
新
品
種
の
導
入
や
栽
培
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
す
し
、
そ
れ
を
農
協
や
行
政

が
積
極
的
に
援
助
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
」

「
農
業
を
続
け
て
い
く
上
で
、

先
進
地
視
察
（
住
み
込
み
）
は

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
」
こ

う
し
た
研
修
に
地
区
の
青
年
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この選別がたいへんなんですよ

ご
意
見
拝
聴

　
　
　
猷

良
　
員

響
及

農
及
沼
　
普

．
μ
普

輔
　
島

　
　
大

農
業
に
情
熱
を

　
農
業
特
集
に
ご
意
見
を
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
若
干
拙
文
を

書
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は

作
物
の
研
究
会
や
つ
ま
り
会
、

簿
記
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
普

及
所
と
も
な
じ
み
深
い
人
た
ち

で
す
。
従
っ
て
、
お
互
い
良
く

知
っ
て
い
ま
す
．
、

　
そ
こ
で
彼
ら
に
つ
い
て
で
す

が
、
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

皆
、
農
業
に
良
く
打
ち
こ
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
。
や
れ
ば
で

き
る
、
と
い
う
可
能
性
を
信
じ

て
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
。
更

に
記
録
や
簿
記
を
た
い
せ
つ
に

し
て
経
営
を
良
く
考
え
て
い
る

こ
と
な
ど
で
す
。
抱
え
て
い
る

問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

姿
勢
が
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。　
と
こ
ろ
で
複
合
経
営
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
い
く
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滋
警
轟
、
力
灘
熊
鰐
餅

程
島

　
　
　
　
　
　
水
田
二
・
五
診
と
し
め
じ
栽
培

　
　
　
　
　
に
情
熱
を
傾
む
け
て
い
る
程
島

　
　
　
　
　
の
村
山
博
さ
ん
。
村
山
さ
ん
は

　
　
　
　
　
高
等
学
校
で
農
業
を
学
ん
だ
後

　
　
　
　
　
家
業
の
農
業
を
継
い
で
い
ま
す
。

響
添
卸
慧
饗
蒲

雛
　
　
㌧
』
醸
議
鼠
彰
し
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

樵、

　
　
顎
，
懲
灘
懸

「
米
づ
く
り
だ
け
で
す
と
、
春

秋
の
農
繁
期
を
除
く
と
暇
が
で

き
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
他
の

作
物
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え

冬
場
も
で
き
る
キ
ノ
コ
栽
培
に

取
り
組
み
ま
し
た
一
き
の
こ
栽

培
は
、
気
温
、
湿
度
、
換
気
の

条
件
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い

と
発
生
が
う
ま
く
い
か
ず
難
し

い
と
い
い
ま
す
。

　
「
キ
ノ
コ
栽
培
も
初
め
は
、

椎
茸
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
が

自
前
の
ホ
ダ
木
の
利
用
が
で
き

な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
購
入
ホ

ダ
木
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
経

費
が
重
む
こ
と
か
ら
、
オ
ガ
タ

ズ
栽
培
の
し
め
じ
と
な
め
こ
に

切
り
扶
日
え
ま
し
た
。
」

　
現
在
は
、
発
生
が
あ
る
程
度

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
し
め

じ
の
ビ
ン
栽
培
一
本
で
や
っ
て

い
ま
す
。
夏
場
を
除
き
月
産
二

万
本
の
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
村
山
さ
ん
の
夢
は
、
山

に
自
生
し
て
い
る
ホ
ウ
キ
茸
や

ワ
カ
イ
、
千
本
し
め
じ
な
ど
を

自
家
栽
培
す
る
こ
と
で
す
。

「
個
々
の
農
家
で
、
菌
を
採
取

し
て
培
養
す
る
こ
と
は
不
可
能

な
ん
で
す
よ
。
　
『
種
菌
セ
ン
タ

ー
』
と
い
っ
た
研
究
す
る
施
設

が
ほ
し
い
で
す
ね
一
冬
場
も
可

能
な
キ
ノ
コ
栽
培
を
村
に
広
め

た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　水稲と椎茸栽培を

　　　　　　　　如来芋　　1駄　　　　　　　　　服部安英さん
　　　唯．

　現在、稲作42侃噂、転作大～え50㌃、椎茸

本父舞そ（7ナ勾｛更彩『原木数5，（，00ノトという手爵f乍三セ

尊型の複合経営です。

　椎茸部門については、稲作との競合を

避けるという質で昭和51年より導入した

のですが、当初、毎年2，500～3，000本の

小規模から始め、昨年より、毎年5，000本

に拡大しました。栽培期は、夏期3ヵ月

間と冬期5ヵ月問の計8ヵ月間で、その

出荷量は約2，500kg程ですが、来年度から

は約4，000kg以Lを予定しています。

　今後の目標として、稲作においては、

需給調整期でもあり規模拡大より単位収

1酢1二の増大をめざして行くつもりです。

　椎茸栽培については、冬期間の栽培に

i三眼を置き、労働力、施設等とを考慮に

人れた上でより良質なものをと思ってい

ます。

　今後とも2つの部門をよりうまくかみ

合せた経営を考えて行きたいと思います。

複
合
経
営
で

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
に
活
力
を

「

　
中
里
村
農
業
生
産
総
合
整
備

計
画
の
中
で
は
、
米
作
り
プ
ラ

ス
野
菜
、
花
卉
、
養
蚕
、
豚
、

肉
用
牛
、
乳
牛
等
を
取
り
入
れ

た
複
合
経
営
を
勧
め
て
い
ま
す
。

わ
が
中
里
村
の
発
展
を
考
え
る

と
き
農
業
の
振
興
な
く
し
て
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
農
業
の
実
態
は
厳

し
く
、
水
田
再
編
対
策
に
よ
っ

て
、
米
づ
く
り
主
体
の
中
里
村

の
農
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
現
在
、
℃
米
作
り
だ
け

で
一
家
を
養
う
た
め
に
は
、
五

診
以
上
耕
作
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。
中
里
村
で
五
紛

を
耕
作
す
る
農
家
は
、
数
戸
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

水
稲
収
入
で
足
り
な
い
分
を
日

雇
い
に
出
て
稼
ぐ
人
が
多
い
実

態
で
す
。
そ
れ
も
、
日
雇
い
に

出
る
方
が
金
に
な
る
と
い
う
．
｝

と
で
機
械
に
多
く
の
金
を
つ
ぎ

込
ん
で
機
械
の
返
済
金
に
四
苦

八
苦
す
る
と
い
う
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
業

で
生
計
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
米
づ
く
り
に
プ
ラ
ス
し

た
複
合
経
営
の
形
を
取
り
、
機

械
、
施
設
の
効
率
利
用
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
複
合
経
営
を
取
り
入
れ
、
一

年
中
農
業
に
従
事
で
き
、
出
稼

ぎ
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、
農
業

後
継
者
は
育
ち
ま
せ
ん
。
若
い

農
業
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に

は
、
現
在
、
主
導
権
を
握
っ
て

い
る
年
代
の
人
た
ち
が
奮
起
し

後
継
者
が
入
れ
る
よ
う
な
経
営

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
中
里
村
に
は
若
い
後
継

者
が
多
く
い
ま
す
。
こ
の
若
い

後
継
者
が
農
業
に
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
農
協
や
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
し
た

い
も
の
で
す
。

　　　　　　　誘、　　　　鱗　　　　研　　　鑓鑛　羅　難灘
蕪

つ
か
の
作
目
を
う
ま
く
組
合
せ

で
、
年
間
、
よ
り
多
く
の
所
得

を
あ
げ
て
い
く
経
営
と
い
う
様

に
理
解
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

各
経
営
は
、
そ
の
点
で
自
家
労

力
を
い
か
に
活
か
す
か
と
い
う

こ
と
に
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
特
に
き
の
こ
類
を
取
り
入
れ

て
冬
の
収
入
を
は
か
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
、
豪
雪
地
の
当

村
で
は
非
常
に
た
い
せ
つ
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
中
里
で
は
冬
に
な
れ
ば
出
稼

ぎ
の
問
題
が
で
て
き
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
冬
期
間
で
も
収
入

の
あ
る
複
合
経
営
を
確
立
し
た

い
も
の
で
す
。

　
農
業
に
も
い
ろ
／
＼
の
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
紹
介

さ
れ
た
人
た
ち
は
、
農
業
で
や

り
方
に
よ
っ
て
り
っ
ぱ
に
生

活
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

実
証
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
私
共
普
及
所
で
は
、
村
の
農

業
後
継
者
の
皆
さ
ん
が
情
熱
を

も
っ
て
、
よ
り
収
益
性
の
高
い

経
営
確
立
を
目
ざ
す
こ
と
を
希

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
地
域
の
農
業
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え

皆
さ
ん
の
御
役
に
立
ち
た
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　歳．入

23億33，891千円計会

昭
和
五
十
七
年
度

　
村
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
か
を
知
つ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昭
和
五
十

七
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
昭

和
五
十
七
年
度
は
、
統
合
中
学
校
建
築
な
ど
を

中
心
に
各
種
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

二
十
二
億
円
余
の
貴
重
な
お
金
が
村
民
の
た
め

に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
【
歳
　
　
入
】

　
歳
入
総
額
の
中
で
、
地
方
交

付
税
が
四
五
・
五
％
、
次
い
で

県
支
出
金
が
二
・
八
％
、
国

庫
支
出
金
が
九
・
四
％
、
村
税

が
九
・
二
％
と
続
き
、
こ
の
四

つ
で
全
体
の
七
六
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

村
の
家
計
簿

　
　
　
七
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
歳
入
全
体
の
中
に
占
め
る
村

　
　
　
債
（
借
入
金
）
の
割
合
は
、
八
・

　
　
　
・
三
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

　
　
　
た
、
村
債
の
五
十
七
年
度
末
ま

　
　
　
で
の
残
高
は
、
十
三
億
二
千
八

　
　
　
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
村
で
は
、
大
き
な
事
業
に
取
り

　
　
　
組
む
場
合
、
国
、
県
補
助
金
五
〇

　
地
方
交
付
税
の
割
合
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

中
里
村
の
自
主
財
源
（
村
独
自

で
ま
か
な
え
る
お
金
）
が
乏
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
歳
入
を

自
主
財
源
と
依
存
財
源
（
国
や

県
に
た
よ
る
お
金
）
に
分
け
ま

す
と
、
自
主
財
源
が
五
億
二
千

その他1億69，263千円（7．3％）

財産収入36，356千円（L6％）

分担金及負担金59，620千円 7。6％）

繰入金98，500千円（4。2％）

村 債（8．4％）

1億95，700千円

村 税（9．2％）

2億15，350千円

国庫・支出金（9．4％）

2億20，486千円

県支出金（11．8％）

2億76，183千円

財六
地方交付税 源百

が万
10億62，433千円

蒙

十円
（45．5％） 八o

億＝
七マ
百六
万％

響羅

円）
・畿

＿依

教育費

79，347円二
る

」
一

∵
Z7

小学校、φ学校、社会教

青、村史編さん、保健体寳

％
、
村
債
四
〇
％
、
一
般
財
源

一
〇
％
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
債
を
有
効

に
利
用
し
て
各
種
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
【
歳
　
　
出
】

　
歳
出
の
中
で
、
一
番
多
く
経

費
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
中

学
校
統
合
を
進
め
て
い
る
教
育

費
で
、
歳
出
総
額
の
二
五
・
六

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で

多
い
の
が
農
林
水
産
業
費
で
一

五
・
九
％
、
次
い
で
土
木
費
が
一

三
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
の
経
費
で
は
、
普
通

建
設
事
業
費
が
三
四
％
、
人
件

費
が
二
丁
五
％
、
物
件
費
が
九

・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　一　　　49，308円

。　　②

　農巣振夷、畜麿、水麿、

　農村定住、林巣

民生費

農林水産業費土木費

老人櫓祉、社会福祉、保

育所、国保、国民年金

13．518円

費生

・
羅
保健衛生、環境衛生、公

害対策

道路、構梁、河川、雪害

対策、住宅

　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
報

　
　
　
螂

　
　
　
　
　
　
広
籍

　
　
　
筑

　
　
　
　
　
　
㌻

費

務
　
　
謡

・
癬

　
　
　
　
　
　
交
　
、

　
　
　
　
　
　
　
、
画

　
　
　
　
　
　
理
企

　
　
　
　
　
　
管
　
、

　
　
　
　
　
　
會
挙

　
　
　
　
　
　
庁
選

＿消防費＿
　　　　　　　　9，569円

　　消防、防災対策

商工費

璽
　　　　　　　4，939円

8商工振興、観光

と◎’マ広報噸
（5）　　Nα327　58．10．10

一般　
円
　
肝
出
融

歳
2
2

村税の状況

三
」
一

入
糞

四
四

二
三

五
、
○

その他75，043千円 G．4％）蓬

一
℃
千八
円 二

○ 玉 千 一 消防費67，818千円　（3。1％） 、　　　　　　瓦，　癖

千
円

四
四

円 五
千
円

衛　生　費95，805千円（4．3％）

千
円

災害復旧費（5．2％）

○

1億15，048千円

固 村 た 電 そ 公債費（7．5％）

ば 1億65，342千円　　総定

資 民 こ
消

気 の 民生費（10．0％）
産 費
税 税 税 税 他

2億21，034千円

総務費（1L3％）

村債の状況
2億47，943千円

土 教 農 民 災　総 そ 土　木 費

木 育
林
歪
業
生

害
復
　
　
務
旧

の （13

3億1，160千円

．7％）

債 債 債 債 債　　債 他 農林水産業費（15．9％）

三
一

3億49，449千円
二 一

五
九
五
、
七
九
副
千
円

一
、
O
O
千
九
円 一
三
六
、
○

究
、
円

　四　　八
　　、　蛙
　四　　一究再○香
千七

九
」
葵
千
円

教育

（25．6％）

　費
5億62，331千円 瞭
戚
激
藤
ご
磯

一
八 13億28594千円

五
、
〇
一

五
千
円

そ電

の気

他

一
〇
、
一
三
三
千
円

税

二
三
、
四
四
八

　
　
　
千
円

た
ば
こ
消
費
税

窺
八
榊
識
，
玉
四
四
千
円

村

民

税

九
三
の
二
一
〇
千
円

固
定
資
産
税

村債の状況

そ総

の務

他債

災
害
復
旧
債

民

生

債

教農
　林
育歪
　業
債債

土

木

債

八
千
円

性質別経費支出状況

　　（普　　三通
建
　
　

四
設
　
　
％
費
　
　
＿

　（人二
　一件・
　五
費匹

物
（
九
件
三
費
匹

公
（
七
債・
五
費
匹

補（七

助西

費匹

拳
覆
旧
費
盆
6
匹

そ　二二

　五の　　・
　四
他匹

　　　　　　　　100％
村民1人当り負担額一一＼

％檬◎，。鵠．

11，788円

13，152円

3，308円

1，429円

　707円

　
…
税
…

悦
税
費
税
他

　
産
消

民
資
こ
気
の

　
定
ば

村
固
た
電
そ

一財政力指数
　　　　　（昭和56年度

中里村………0。17
津南町………0．26
川西町…一…・0。24

十日町市………0。43

この数字は、1に近いほど財源

に余裕があることになります。

50％

歳入

　
　
7
0
・

2
5
・
ず
6
慶
珊

　
　
3
栂
2
竃
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓠

顧菰稲
4億73，1墾翌

　
　
計

　
　
会

吻
　
別

　
　
特

老人保健

農業共済

簡易水道

国保（施設）

　国保（事業〉
　　　　　　ジ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
㌧　　　　　　　　　　　　， 　　　　　　＿

歳出

、
㌔
z
奮

2
3
　
　
◎
キ
鮎

　
　
　
、
4
9

　
3
マ

39，792柄

36，435千円

蝉詔，832禰
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任
期
満
了
に
伴
う
中
里
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
十
月
三
十

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
村
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
村

民
の
生
活
に
直
接
関
係
す
る
最

も
身
近
な
選
挙
で
す
。
候
補
者

の
意
見
や
政
策
な
ど
を
よ
く
聞

き
、
義
理
、
人
情
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
中
里
村
の
将
来
を

託
せ
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票
の
手
続
は

　
　
　
お
早
め
に
！

　
十
月
三
十
日
の
投
票
日
に
都

合
が
つ
か
ず
投
票
で
き
な
い
人

は
不
在
理
由
に
よ
っ
て
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
出
稼
等
で
十
月
二
十
三
日
前

に
他
の
土
地
へ
出
掛
け
ら
れ
る

人
は
、
投
票
用
紙
の
請
求
を
し

て
か
ら
出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
人
た
ち
に
は
、
十
月
二
十

三
日
（
告
示
日
）
に

郵
送
に
よ
り
出
稼
先

へ
投
票
用
紙
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

す
で
に
本
人
が
出
掛

け
ら
れ
て
不
在
の
時

は
家
族
の
人
が
本
人

に
か
わ
っ
て
請
求
で
き
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
村
で
不
在
者
投
票
さ

れ
る
人
は
、
十
月
二
十
三
日
、

（
告
．
小
日
）
～
十
月
二
十
九
日

（
投
票
日
前
日
）
の
間
に
村
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
は

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条

お
よ
び
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法

第
二
条
十
二
項
に
規
定
さ
れ
て

い
る
者
で
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
次
の
よ
う
な
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
投
票
用
紙
を
請

求
す
る
た
め
に
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
が
必
要
で
す
か
ら
、
こ

瞬甑
、

蜜
、
一
》

5δレ

幼

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は

交
付
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

七ツ釜に電灯完備
　〆

ノ

　七ツ釜を訪ずれる観光客は、年間1万人を

数えていますoこの七ツ釜に念願の電灯施設

が8月16日に入りました。

　地元田代集落では、これを記念して、9月

18日、バーベキュー、カラオケを盛1）込んだ

祝宴を催し、村中で祝いました。田代集落で

は、これを契機に七ツ釜を広く知ってもらお

うと、来年から清津峡、清田山自然運動公園

まつりに肩を並べられるようなまつりを催し

たいとは1）きっています。

　七ツ釜には、遊歩道、炊事施設、キャンプ

場、展望台があります。村内の皆さんからも

大いに利用していただき、村外の知人に紹介

してもらいたいと思います。

電灯施設で七ツ釜を大いに売り出そう

手
帳
の
種
類

障
害
の
種
類

障
害
の
程
度

両
下
肢
も
し
く
は

体
幹
障
害

一
級
も
し
く
は

二
級

身
体
障
害

者
手
帳

心
臓
・
じ
ん
臓
も
し

く
は
呼
吸
器
の
障
害

一
級
～
三
級

戦
傷
病
者

手
　
　
帳

両
下
肢
も
し
く
は

体
幹
障
害

特
別
項
症
か
ら

第
二
項
症
ま
で

心
臓
・
じ
ん
臓
も
し

く
は
呼
吸
器
の
障
害

特
別
項
症
か
ら

第
三
項
症
ま
で

段
躰
靱
鍛
か

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
自
己

の
健
康
増
進
の
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
、
学
校
解
放
を
利
用
し

て
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団

体
は
、
L
上
団
体
で
二
百
二
十

そ
》
フ

人
。
野
球
、
ス
キ
ー
を
合
せ
ま

す
と
約
四
百
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
団
体
が
、

若
い
人
（
二
十
代
前
半
）
の
加

入
が
少
な
く
、
悩
み
の
種
と
な

村民体力テスト（清津峡小）

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る

人
が
増
え
な
い
の
で
し

よ
う
か
。

　
昭
和
五
十
七
年
十
月

に
行
わ
れ
た
「
体
力
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世

論
調
査
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
し
な
い
理
由
の
第

一
は
仕
事
が
忙
が
し
い

か
ら
、
第
二
は
年
を
と

っ
た
か
ら
、
第
三
は
身

体
が
弱
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
逆
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に

楽
し
み
、
気
晴
ら
し
、
第
二
に

身
体
を
丈
夫
に
す
る
、
第
三
に

運
動
不
足
の
解
消
、
第
四
に
友

人
、
仲
間
と
の
交
流
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　
社
会
が
複
雑
、
多
様
化
し
て

い
る
現
在
、
仕
事
以
外
に
自
分

の
打
ち
込
め
る
趣
味
を
も
つ
こ

と
は
、
自
分
の
健
康
を
保
つ
た

め
に
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

趣
味
を
す
る
場
合
も
、
自
分
だ

け
で
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
サ

ー
ク
ル
等
に
入
っ
て
仲
間
と
い

っ
し
ょ
に
楽
し
み
た
い
も
の
で

す
。
仲
間
と
の
自
由
な
語
ら
い

は
、
明
日
へ
の
英
気
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
大
い
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

ま
し
よ
・
つ
。

せ
き
を
ず
き
ヂ
を
ミ
ミ
き
ヨ
ミ
ム

｛心

ト
ド
ラ
イ
江

即
　
は
、
と
て
も
便
押

誘
辮
龍

榊
5
　
め
て
し
ま
う
ま

諏
琢
あ
り
ま
㎜

マ
の
毛
が
2
跳

蓋
度
は
、
最
山
．
阿
で
も
四
＋
即

勲
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
即

際
鰹
醗
謡

7
書
度
以
上
あ
呈
藷

界
で
、
髪
を
乾
か
す
と
二

㎜
窮
蕪
磁

岬
間
で
済
ま
せ
ま
し
よ
う
翻

罫
た
、
髪
か
ら
＋
五
セ
ン
創

懸輪搬
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皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で

困
っ
た
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
相
、

談
で
き
る
新
潟
県
消
費
生
活
推

進
員
は
、
県
内
に
百
三
十
四
人

い
ま
す
。
私
も
そ
の
中
の
一
人

で
す
。
今
回
は
、
タ
！
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
訪
問
販
売
員
の
巧
妙
な
販
売

中
で
タ
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
購
入
の
申
込
み
や
契
約
を

し
た
時
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
の
内

容
を
記
し
た
書
面
を
受
け
取
っ

た
日
を
含
め
て
四
日
以
内
に
書

面
で
販
売
業
者
に
申
込
み
の
撤

回
や
契
約
の
解
除
を
申
し
出
れ

ば
無
条
件
で
で
き
ま
す
。
し
か

長
時
間
居
た
り
買
う
ま
で
帰
ら

な
い
と
脅
か
し
た
り
し
て
契
約

さ
せ
た
時
は
、
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

実
際
に
は
、
脅
か
し
た
証
拠
が

な
い
事
を
理
由
に
な
か
な
か
返

金
に
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査

熱
ぎ
滞

テ
ク
ニ
ッ
タ
で
商
品
を
買
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
あ
と
で
気
持
が

変
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
実
は
条
件
付
き
で
ト
ラ

ブ
ル
回
避
の
道
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
県
消
費
生
活
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原
　
ヒ
ロ
ノ
さ
ん

し
、
乗
用
車
ま
た
は
、
化
粧
品
、

健
康
食
品
な
ど
の
消
耗
品
な
ど

を
使
用
し
た
場
合
は
除
か
れ
ま

す
。
こ
の
他
に
も
代
金
を
全
額
支

払
っ
た
場
合
は
タ
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

で
は
、
こ
う
し
た
相
談
を
受
け

た
中
で
解
約
で
き
た
も
の
は
、

六
・
五
％
、
ま
た
は
、
タ
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
経
過
後
の
相
談

で
無
条
件
に
解
約
で
き
た
も
の

は
一
・
八
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
担
契
約
す
る
と
、
解
約
す
る

；
ら
◆
；
噺
◆
ζ
；
・
◆
；
；
ら
◆
噺
◆
ら
◆
ら
◆
◎
◆
ー
；
ξ
ら
◆
；
噸
◆
ら
◆
3
侮
◆
1
◆
ら
◆
；
ζ
ミ
ら
◆
ξ
；
噂
◆
ξ
ら
◆
‡
も
◆
奪
◆
ξ
榔
◆
ζ
彫
◆
曝
◆
奄
◆
、
、

の
が
い
か
に
難
し
い
か
が
よ
く
挿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ま
し
よ
・
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

一
、
販
売
業
者
名
と
商
品
名
を
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

確
か
め
、
消
防
署
員
等
の
振
舞
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

い
を
見
破
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

二
、
必
要
の
な
い
場
合
は
、
そ
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

の
場
で
ハ
ッ
キ
リ
と
断
わ
り
ま
御

し
ょ
う
。
気
安
く
「
判
」
な
ど
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

は
押
さ
な
い
よ
う
に
。
　
　
　
砂

三
、
購
入
条
件
な
ど
が
書
い
て
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

あ
る
書
面
は
、
よ
く
読
み
ま
し
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

四
、
代
金
は
、
そ
の
場
で
全
額
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

を
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

よ
う
。
買
っ
て
か
ら
“
し
ま
っ
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

そ
の
品
物
が
、
今
、
必
要
な
の
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
を
よ
く
考
え
て
か
ら
買
う
よ
舛

う
に
し
た
い
も
の
で
重
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
日
常
生
活
の

働
．
．
緒
鴛

憺糠

製
驕

清
田
山
か
ら
か
け
つ
け
た
婦
人

三
十
八
名
は
、
マ
ー
タ
や
表
示

の
説
明
に
「
そ
う
い
や
ん
か
、

知
ら
ね
っ
け
な
あ
ー
」
と
感
心

し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ュ
！
ス
や
あ
め
玉

に
含
ま
れ
て
い
る
合
成
着
色
料

の
も
の
す
ご
さ
、
合
成
洗
剤
に

含
ま
れ
て
い
る
蛍
光
剤
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
！
メ
ン
の
油
の
酸

化
（
腐
る
）
な
ど
を
実
験
を
通

し
て
知
り
「
こ
れ
か
ら
は
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
」
と
い
う
声
が

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

叉あなた婿雲瓢

着色料試験にビックリする人たち

　1やさしさを瞬人に」をキャノチフレ

　ズにめ」いオオ季艮共1司場｝を～カご10月1日力・’）

始，気り、表した，、、二の共同募金は、昭和22

年に発足し今年で37回目を数えています。

　昨年、中里村で集められた善意の募金

は、1，268，（♪00円と目標を8％H吋りまし

た，、皆さんグ）温かいご協力に感謝いたし

，糞す，、

　さて、今年の目標額は、1，593，000FIと

な・・ており、1世帯あたり55〔）円を目標と

してい，圭すのでよろしくお願いいたしま

すr～

　昨年の共同募金（歳末たすけあい募金

含む）で集められた1，668，000円の内、100

ノ∫円が中里村の社会幅祉協議会へ還付さ

れ、社会鴛，1祉活動に費され、歳末助け合

いの40万円は、…4人ぐらし老人、ねたき

り老人等のめぐまれない人たちに見舞金

として援助されました。

　皆さんの温かいご協力をお願いいたし

ます。

2⑪歳一健康

　健康管理室では、7月に行われた成人

式に合せて健康診査を実施しました。こ

の健康診査では血圧・腎臓病・糖尿病・

梅毒・貧血について診査しました。

　今年の診査結果では、検診者33人中血

圧の最高値が130以上の人が7人、最低値

が80以Lの人が5人見うけられました。

また、女性16人の内4人に貧血があセ）ま

した。

　全体的に見ますと今年は異常のあった

入が少なかったようです。しかし、女性

の25％に貧血があったということは、困

った問題です。これから子どもを産み育

てるためには母体の健康がたいせつです。

スタイルにばかり気をとられていて健康

を害しては何にもな『）ません。貧血は、

ぜひ、治しましょう。また、男性は、若

さにまかせての暴飲暴食や夜ふかしに十

分注意して、健康管理に気をくばりまし

よつ。
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勿肇

郵認

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る

　
　
　
皆
さ
ん
へ

★
出
稼
先
は
決
ま
り
ま
し
た
か
。

　
景
気
の
停
滞
で
出
稼
先
の
求

人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
出
か
け

よ
う
と
す
る
会
社
と
早
め
に
連

絡
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
出
稼
手
帳
の
証
明
は
受
け
ま

し
た
か
。

　
出
稼
手
帳
は
、
出
稼
者
の
身

分
証
明
と
な
る
も
の
で
す
。
役

場
の
住
民
係
で
証
明
を
受
け
て

か
ら
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
★
出
稼
先
の
住
所
の
届
出
を
。

　
出
稼
先
へ
広
報
な
か
さ
と
、

地
方
新
聞
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
〔
社
会
福
祉
課
よ
り
〕

★
特
別
被
保
険
者
証
を
お
も
ち

に
な
り
ま
し
た
か
。

　
国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
、
出

稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
人
に
は
、
特

別
被
保
険
者
証
を
交
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
印
鑑
と
家
に
あ
る

保
険
証
と
行
先
を
メ
モ
し
て
国

／
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒸

峯§

田
沢
本
村
村
山
賜
酬
ん

　
暦
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

平
日
に
結
婚
式
を
挙
げ
た
と
い

う
村
山
さ
ん
。
　
「
そ
の
日
は
、

自
分
た
ち
だ
け
で
し
た
か
ら
、

時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
り
、
ユ

ニ
ー
ク
で
楽
し
い
結
婚
式
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

　
二
人
は
、
青
年
学
級
活
動
を

通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
デ
ー
ト
か
ら
四
カ
月
目

「
結
婚
を
前
提
と
し
た
交
際
で

な
け
れ
ば
…
…
。
」
と
い
う
早
苗

さ
ん
の
希
望
に
「
俺
も
そ
の
つ

も
り
だ
。
」
と
答
え
た
勝
利
さ
ん
。

　
勝
利
さ
ん
は
、
早
苗
さ
ん
の

こ
ま
め
で
面
倒
見
の
よ
い
所
に
、

早
苗
さ
ん
は
、
勝
利
さ
ん
の
ま

じ
め
で
や
さ
し
そ
う
な
と
こ
ろ

に
ひ
か
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
二
人
も
、

「
若
い
人
た
ち
に
活
気
が
無
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

や
趣
味
サ
ー
タ
ル
の
活
発
化
を

考
え
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
・
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

会
い
の
人
を
見
つ
け
「
い
よ
ー

お
ま
え
さ
ん
ま
め
だ
っ
け
か
の

ー
。
」
「
オ
ッ
、
お
か
げ
さ
ま
で
。
」

「
お
ま
え
さ
ん
も
ま
め
で
何
よ

り
だ
。
」
こ
ん
な
会
話
が
あ
ち
こ

ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
は
、
上
村
村
長

が
「
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
る

日
も
間
近
い
、
健
康
に
注
意
し

て
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。
」
と
話

し
、
続
い
て
、
八
十
八
歳
以

上
の
お
年
よ
り
二
十
五
人
と
金

婚
夫
婦
な
ど
十
七
組
が
、
県
、

村
、
郡
老
連
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
第
二
部
の
祝
宴
で
は
婦
人
会

の
協
力
に
よ
る
歌
と
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
お
年
よ
り
た
ち
は
終

日
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

100歳を祝う
　今年100歳を迎える市之越の富井
スイさん。酢の物が好きというスイさ

んは、針に糸が通せるほど達者です。

　スイさんの長寿を祝って、国、県、

村から表彰状と記念品が去る9月13日
に贈られました。

今の世は魔法みたいだのし一

　
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
、

中
里
村
老
人
福
祉
大
会
が
、
田

沢
㈲
体
育
館
で
開
か
れ
、
村
内

の
七
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
五

百
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
村
内
全
体
で
の
老
人
福
祉
大

会
も
、
今
年
で
四
回
目
を
数
え

す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
ば
か
り
は
、
曲
り
か
け

た
腰
も
し
ゃ
ん
と
し
て
、
知
り

’
転
燭
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
き
寄

虻プ罐
　　熱演に拍手を送るお

糠
疋
㎏
葦
黛　
曳

　
ウ

　
ヂ
　
　
　
く

　
蓑
　
～

とてもうれしいですね一

　経験を基に
　　老人福祉論文で入選

　第19回老人福祉大会の一環として行

われた“老人福祉論文、で桂の服部辰

勇さんが入選に輝きました。服部さん

は、老人福祉相談員の経験を基に「老

人福祉相談員の足跡と今後」と題し山

積する老人問題についてふれました。

優秀賞に輝く
　むし歯半減10力年運動の一環として

行われた“シンボルマー久、の募集で

倉俣㈲の大口美和さんが優秀賞に輝き

ました。大口さんは「とてもうれしい

これを機会にもっとがんば1）たいdと

笑顔で話してくれました。

これからもガンバリます
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保
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
出
稼
先
で
社
会
保
険
に
加
入

し
た
と
き
は
届
出
を

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
入

っ
た
場
合
は
、
加
入
し
た
こ
と

の
証
明
を
会
社
か
ら
も
ら
っ
て

家
へ
送
り
、
国
保
の
窓
口
で
脱

退
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
出
稼
か
ら
帰
っ
て
き
て

か
ら
届
け
る
人
も
見
う
け
ら
れ

ま
す
が
、
届
出
が
遅
く
な
り
ま

す
と
、
保
険
税
や
医
療
費
の
こ

と
で
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

★
出
稼
先
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
場
合
は
届
出
を

　
出
稼
先
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
時
は
、
会
社
か
ら
証
明
書

を
も
ら
っ
て
、
家
族
の
人
か
ら

国
民
年
金
の
喪
失
の
届
け
を
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

表
母

　
　
　
し
さ

定
雑

　
　
　
、
、
】
　
，
又
ロ

　
　
　
ム
刀
糸

予
雛

　
　
　
か
仔
ま

事　　
　
覧
キ
σ

　
　
　
ろ
〃
何

　
　
　
し
に

　
　
　
も
ナ
リ

　
　
　
　
ホ

行
．
．

一 諾侶轟凌込めて
　
清
津
峡
ま
つ

り
の
花
火
を
見

な
が
ら
「
太
鼓
し

を
ひ
ら
め
い
た

校
長
先
生
（
清

津
峡
小
）
「
本

校
と
分
校
の
交

流
を
図
る
の
に

最
適
」
と
、
考

え
、
盆
す
ぎ
に大きく響け清津峡タルばやし

柏
崎
の
番
神
タ
ル
ば
や
し
の
指

導
者
を
学
校
へ
招
き
ま
し
た
。

　
こ
の
番
神
タ
ル
ば
や
し
を
参

考
に
し
て
清
津
峡
タ
ル
ば
や
し

を
作
っ
た
の
が
、
村
内
で
も
太

鼓
打
ち
で
知
ら
れ
て
い
る
、
倉

下
の
関
沢
寛
平
さ
ん
と
角
間
の

鈴
木
慶
浄
さ
ん
で
す
。
二
人
の

熱
心
な
指
導
で
生
徒
た
ち
も
だ

い
ぶ
上
達
し
、
九
月
九
日
、
地

域
の
人
た
ち
や
父
兄
に
練
習
の

成
果
を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手

を
あ
び
ま
し
た
。
本
校
と
分
校

合
せ
て
四
十
二
名
が
打
ち
な
ら

す
タ
ル
ば
や
し
が
「
ト
ン
ト
ン
、

カ
ラ
カ
ラ
　
ト
ン
ト
ン
　
カ
ラ

カ
ラ
」
と
調
子
よ
く
清
津
峡
漢

谷
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
こ
の
タ
ル
ば
や
し
は
公
民
館

の
「
の
び
の
び
チ
ビ
ッ
子
育
成

活
動
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
醗鵡

　
　
　
　
り
組
ん
で
い
る
時
が

　
　
　
　
一
番
充
実
し
て
い
る

轍
　
　
　
　
と
語
る
島
田
さ
ん
．

　
　
　
　
島
田
さ
ん
は
、
一
時

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
（
キ
ノ
コ
）
を
先

駆
け
た
人
で
す
。
現
在
は
、
畑

作
栽
培
に
力
を
注
ぎ
朝
鮮
姫
百

合
、
ス
カ
シ
ユ
リ
各
種
一
診
と

切
り
花
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
島
田
さ
ん
は
、
試
験
的

に
宿
根
と
花
木
類
の
栽
培
を
研

究
中
で
、
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば

中
、
．
村
に
広
め
産
地
化
す
る
の

が
夢
と
語
っ
て
い
ま
す
。
　
「
現

倉
　
俣

　
島
田
勝
太
郎
さ
ん

在
の
農
業
経
営
で
は
、
忙
が
し

い
ば
か
り
で
、
農
休
日
や
祝
祭

日
に
も
休
め
な
い
様
な
状
態
で

困
っ
て
い
る
。
」
と
語
り
、
　
「
農

家
も
働
く
ば
か
り
で
な
く
公
務

員
並
に
週
一
回
の
休
み
が
ほ
し

い
♂
今
、
試
み
て
い
る
花
木
類

の
栽
培
が
成
功
す
れ
ば
、
そ
れ

も
夢
で
は
な
い
と
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
農
家
も
休
日

の
と
れ
る
経
営
に
し
て
、
ゆ
と

り
と
楽
し
み
を
持
つ
必
要
が
あ

る
。
」
こ
う
話
す
島
田
さ
ん
は
ヂ

品
と
踊
り
の
趣
味
を
も
っ
て
い

ま
す
。
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肇
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11（火）

倉俣地区親子ふれあい活動（天体観測
20：00～　倉俣生活改善センター）
健康相談日（保健センター9＝30～16：00）

14（葡

田沢地区親子ふれあい活動（七宝焼
19＝〔）0～　総合センター）

心配ごと相談日．（老入掘祉センター
13：00～16：00）

3歳児検診（10ページ参照）

15（D
田沢地区親子ふれあい活動（魚つり
14：00～　養魚センター）

16（日）

休日救急医（下条山口医院02575－5－2003）

村民テニス大会（マウントパータ津南
9：00）

17（月）

貧血教室（保健センター9：00～）

倉俣地区家庭教育講座（やる気をもたせ
るために倉俣生活改善センター20：00～）

18（火）
清津峡地区村民教養講座（らく焼
清津峡・』・学校　13：30～）

19（水）
貝野地区家庭教育講座（あいさつのしつけ

貝野多目的センター　20：00～）

20（杓

三種混合第1期（10ぺ一ジ参照）
農地転用許可申請メ切（役場農政課）

合同相談所（行政、人権よう護、心配ご
と、老人福祉）老人福祉センター10：00
－15＝00

若い母親学級（L予なほめノ∫・叱り方

総合センター　13：30～）

郡市錦鯉品評会（川西町体育館10：00～）

21（斜

心配ごと相談日（老人福祉センター
13＝00～16：00）

三種混合第1期qOべ…ジ参照）
高齢者講座（村外めぐり）
妊婦検診、母親学級（10ぺ一ジ参照）

23㈹
休日救急医（池田医院02575－2－2581）

村議会議員選挙告示日

2411響、
健康相談日（保健センタ…9＝30～1Cl
l臥血’傑健センタ…前　10：00～15：0（）ノ

2碇㈱
三種混合／木、㌶〔碧　loべ一ジ参照）

秋期生ワク／mべ一ジ参照）

5歳児検診／mべ…ジ参照）

2Sl、N　・

心配ごと、行政相談日／老ノ・福祉センタ
　　13：1）o－16：00／

産後検診qoべ・一ジ参照／

休日救急医／中黍病院（》257573018）

村議会議員選挙投票日

循環器検診事後指導会Goべ一ジ参照）

27巾

1蜘D

3朗1

3㈲

・ll、N

6Ull

7eD

m榊

休日救急医Um1医院1）257522174）

心配こと相談日1とへ福掃センター
13二〇〇一16二〇｛D

休日救急医／第2藤巻医院0257682田8）

移動交通事故相談所d一川“」市役所
1し、：oo－15：00、

農業者年金、農地相談日k役場農政課／

の
奪
④
・
⑭

＊
お
め
で
た
＊

め
ぐ
み
（
小
山
憲
一
郎
）
小
　
原

　
徹
　
　
（
瀬
切
和
博
）
芋
　
沢

知
晃
（
樋
口
賢
治
）
卜
溝

拓
　
也
（
山
本
正
則
）
葎
　
沢

　
裕
　
　
（
広
田
政
夫
）
高
道
山

＊
ご
結
婚
＊

　
｛
　
　
服
部
彦
一
　
東
田
沢

　
　
占
川
美
知
チ
　
　
長
岡
市

台
風
十
号
で

　
　
　
信
濃
川
洪
水

　
台
風
卜
号
の
影
響
で
信
濃
川

が
増
水
し
、
宮
中
の
提
防
を
乗

り
越
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

．
．
卜
兀
日
午
前
瓦
時
、
消
防
団

員
（
第
四
分
団
ヤ
．
．
．
卜
．
．
．
名
が

出
動
し
、
提
防
の
警
戒
と
木
流

し
、
L
の
う
禎
み
を
行
い
ま
し

た
、
中
里
村
の
被
害
は
八
「
百

万
り
く
ら
い
と
推
声
妃
さ
れ
て
い

ま
す

桓喰しこ量の）横みをする消防団員（宮中）


